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- 第２章　北九州市の生涯学習を取り巻く現状と課題 -

◯学習成果を活かしている ( 活かしたい ) 分野は「自治会、町内会活動」「市民センター
における学習活動」「小・中学校等に関する支援活動」
　これまでの学習成果を活かしている ( 活かしたい ) 分野は、「自治会、町内会に関す
る活動」が 32.8％と最も多く、次いで「市民センターにおける講座や学級などの指導」
が 29.7％、「小・中学校等における児童生徒の学習の支援に関する活動」が 22.9％とな
っています。（図表 13）

　一般市民は「体育・スポーツに関する活動」（28.8％）が最も多くなっています。一方、
センター利用者は「自治会、町内会に関する活動」（35.6％）が最も多くなっています。

（図表 13 － 1）

【図表 13-1　これまでの学習成果を活かしている（活かしたい）分野（一般市民、センター利用者）】
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- 第２章　北九州市の生涯学習を取り巻く現状と課題 -

◯学習成果を社会貢献へ活かすために求められていることは、「学んだ人と地域の人をつ
なぐマッチング」
　社会貢献へ活かすために求められることは、「学んだ人と地域の人をつなぐマッチン
グ」が 36.8％と最も多く、次いで「地域活動している団体側の受け入れ体制（新たな
人が入りやすい環境など）」が 34.6％、「社会貢献（地域の行事・ボランティア活動等）
に関する情報提供」が 32.7％となっています。（図表 14）

　一般市民では「地域活動している団体側の受け入れ体制（新たな人が入りやすい環境
など）」（34.0％）が最も多くなっています。一方、センター利用者では「学んだ人と地
域の人をつなぐマッチング」（39.9％）が最も多くなっています。（図表 14 － 1）

【図表 14-1　生涯学習を地域活動等に活かすために必要なこと（一般市民、センター利用者）】
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- 第２章　北九州市の生涯学習を取り巻く現状と課題 -

◯行政が趣味・文化的な講座を主催することについては、「行政と民間との間で整理すべき」
「今までどおりで良い」の割合がともにほぼ同程度 ( 約 3割 )

　行政が趣味・文化的な講座を主催することについて、全体では「行政と民間との間で
整理すべき」が 29.2％と最も多く、次いで「今までどおりで良い」が 27.0％、「今まで
以上に行政が積極的に行うべき」が 20.3％となっています。
一般市民は、「行政と民間との間で整理すべき」（31.8％）が最も多くなっています。一
方、センター利用者は「今までどおりで良い」（32.0％）が最も多くなっています。（図
表 16）

（７）今後の生涯学習に求められること
◯市民の学習機会を充実するため、多くの機関が連携を深め「情報の一元化などアクセス
の利便性の向上」が求められている
　全体では「情報の一元化（例えば、１つの HP で全ての情報（講座、人材など）が見
ることができる。）などアクセスの利便性の向上」が 47.0％と最も多く、次いで「行政
や大学、NPO、企業、カルチャーセンターなどが連携し、多様な学習需要に応えるため
の学習機会の提供」が 25.9％、「行政や大学、NPO、企業、カルチャーセンターなどが
連携し、学習者同士の交流、合同の発表ができる機会の提供」が 10.8％となっています。

（図表 15）

【図表 15　学習機会を充実するため多くの機関が連携し求められることについて】
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【図表 16　行政が趣味・文化的な講座を主催することについて】
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◯多様な世代が生涯学習をはじめるきっかけづくりとして「子育て世代が参加しやすい講
座など各世代のニーズに応じた講座を開催」「講座やイベントの情報発信の強化」が求
められている
　生涯学習をはじめるきっかけづくりに力をいれる点として、「子育て世代が参加しや
すい講座など各世代の状況（ニーズ）に応じた講座を開催する」が 34.8％と最も多く、
次いで「講座やイベントの情報発信を強化する」が 32.1％、「地域で学習活動している
団体の情報を提供する」が 26.7％となっています。（図表 17）

　一般市民では「子育て世代が参加しやすい講座など各世代の状況（ニーズ）に応じた
講座を開催する」（43.0％）が最も多くなっています。一方、センター利用者では「講
座やイベントの情報発信を強化する」（31.7％）が最も多くなっています。（図表 17 － 1）

【図表 17-1　生涯学習をはじめるきっかけづくりに力を入れる点（一般市民、センター利用者）】
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